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といった取り組みも行う。
　NAA、国、県、市町はより一層緊
密に連携して、課題に対応した重点
的な取り組み、17日の協議会で共有
した県・市町の取り組み、リーフレット
の配布、オープンハウス（対話型説明
会）の開催といった取り組みを推進す
ることを確認した。
　協議会後、NAAの藤井直樹社長は

「成田空港は北東アジアの主要な国
際ハブ、そして日本最大の貿易港で
あり、インバウンド観光のメーンゲー
トウェーとして機能している」と言及。
「日本経済の発展・強化に必要不可
欠なインフラであるとともに、地域の
発展の礎になることを期待されてい
る。このことをしっかりと胸に刻みな
がら、協議会と緊密に連携して今年
度末を目標に必要な用地確保の加速
化に全力を尽くしていく」と語った。

　成田空港滑走路新増設推進協議会
が17日開催され、B滑走路延伸・C
滑走路整備、容量拡大に伴う施設再
編など「成田空港第2の開港プロジェ
クト」で必要とされる用地の確保率

（契約面積）が9月末時点で86.2%
（7月末時点85.3%）になったこと 
が報告された。このうち民有地に関す 
る9月末時点の用地確保率は79.5%

（7月末時点78%）。確保に至って
いない用地には、B滑走路延伸、C滑 
走路整備に関係する用地が含まれる。
　協議会は国土交通省、千葉県、成
田市、芝山町、多古町、成田国際空
港会社（NAA）で構成されている。
17日の協議会ではNAAが用地確
保率や現在の工事の進捗状況を報告
した。B滑走路延伸については5月
25日に着工。現在、東関東自動車道

の地下道化や造成工事が進められて
おり、今後は舗装工事などに着手す
る予定。C 滑走路整備 も5月25日
に本格着工しており、トンネル部の軟
弱地盤の改良に着手。今後、面的な
切盛土などの造成工事を進める。
　協議会では、NAAとして前回の協
議会で確認した課題に対応した重点
的な取り組みを講じてきたものの、
課題解決に至っていない状況が続い
ていることも報告された。NAAによ
ると▽補償の考え方や空港の機能強
化について理解が得られていない▽
相続手続きが未了である――などの
課題があるという。相続やその他の
権利関係の整理に時間を要している
地権者に対しては、法的サポートを実
施するとともに、当事者において協
議が円滑にまとまるように働きかける

用地確保率86.2%に
■成田空港第2の開港プロジェクト


